
契 約 年 月 日

契 約 業 者 名 （株）ＩＨＩインフラ建設

契約業者の住所 大阪市浪速区湊町１丁目４番１号

工 事 の 名 称 平成２５年度淡路島内応急復旧工事

工 事 場 所

工 事 種 別 保全土木工事

　本工事は、４月１３日に淡路島で発生した地震により被災した橋梁において、

応急復旧のため、仮受け架台、浮上り防止を設置するとともに、損傷した

工 事 概 要 支承セットボルトを仮ボルトに交換するものである。

概略工事内容

１）津名皿池橋１Ａ応急復旧工 １式

２）琵琶川橋３Ｐ応急復旧工 １式

３）釈迦堂川橋１Ａ応急復旧工 １式

４）釈迦堂川橋１０Ａ応急復旧工 １式

５）下内膳高架橋１Ａ応急復旧工 １式

工 期 （ 自 ） 平成25年4月19日

工 期 （ 至 ） 平成25年6月17日

契 約 金 額 3,465,000円（概算）

予定価格（消費
税及び地方消費
税抜き）

－円

随意契約の相手
方の選定理由

別紙、特命随意契約理由書のとおり

随　意　契　約　結　果　書

自）兵庫県淡路市木曽上（KP47.3）
至）兵庫県洲本市下内膳（KP55.0）

平成25年4月18日



特 命 随 意 契 約 理 由 書 

 

業 務 名：平成２５年度淡路島内応急復旧工事 

 
業 者 名：株式会社ＩＨＩインフラ建設 

 

随意契約理由： 

本工事は、 4 月 13 日に淡路島で発生した震度６弱の地震により、橋梁

の主桁に座屈等の被害を受けた津名皿池橋、琵琶川橋、釈迦堂川橋、下内

膳高架橋の４橋について、余震等による被害が進行しないよう緊急に仮受

け架台、浮上り防止工を設置するとともに、損傷した支承セットボルトを

仮ボルトに交換するものである。  

被災した４橋は主桁の座屈、支承セットボルトの破断等の損傷が生じた

状態であり、今後予想される余震や通行荷重の影響によりさらに損傷が進

行する恐れがある。損傷が進行した場合には路面に段差が発生するなど通

行車両への影響も懸念されることから、応急措置として段差が発生しない

よう主桁等を早急に仮受け架台を設置するとともに、支承セットボルトが

破断した橋梁については、できるだけ速やかに浮上り防止工や仮ボルトに

よる固定などの対策を講じる必要がある。  

当該被災橋梁は全て鋼橋で、上記業者は鋼橋の設計、製作、架設、補修、

補強に精通しており、鋼橋の構造を理解した上で適切な対策を提案し施工

できること、また、当管理センター発注の土佐泊浦高架橋他１橋耐震補強

工事を受注しており、これらの業務に精通している技術者が配置されてい

ることから、仮受け架台の調達や労務を速やかに対応できる状況にあり、

最も迅速に仮受け架台の設置等が可能な業者である。  

以上のことから、契約規程第４条第１項第二号の規定に基づく随意契約

及び契約事務細則第 43 条第 1 項に基づく概算契約を行うものである。 


